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若狭町議会だより

議会だよりは議会だよりは
こちらからもこちらからも
ご覧いただけます▶ご覧いただけます▶

■議会だよりリニューアル
 「つなぐ」に込めた思い

■3月定例会報告
 「議案第20号令和5年度若狭町
一般会計予算に対する附帯決
議」を全員賛成で可決

3月11日 常神トンネル開通式典3月11日 常神トンネル開通式典



　
議
員
が
住
民
の
皆
さ
ん

と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と

で
、
議
会
だ
よ
り
が
人
と

人
を
つ
な
げ
る
架
け
橋
の

ひ
と
つ
に
な
れ
ば
と
の
思

い
か
ら
、愛
称
を「
つ
な
ぐ
」と
し
ま
し
た
。

　
海
・
山
・
湖
か
ら
の
豊
か
な
恵
、自
然
が
作
り

上
げ
た
奇
跡
の
遺
産
、歴
史
と
伝
統
文
化
、そ
し

て
地
元
の
産
業
な
ど
若
狭
町
に
は
自
慢
の
宝
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
の
宝
を
次
の
世
代
へ

確
実
に
守
り
つ
な
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
そ
れ
は
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
に
よ
る
力
で

な
け
れ
ば
実
現
し
ま
せ
ん
。

　
ロ
ゴ
の
作
成
は
私
た
ち
の
思
い
を
表
現
し
て

も
ら
う
た
め
に
、未
来
を
担
う
高
校
生「
美
方
高

校
美
術
部
」に
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

ロ
ゴ
作
成
者
の
意
図
は
若
狭
の
豊
か
な
自

然
の「
緑
」と
、三
方
五
湖
や
瓜
割
の
滝
の
水
の

「
青
」、そ
の
文
字
を
熊
川
宿
の
家
並
み
の「
ベ
ン

ガ
ラ
色
」
の
リ
ボ
ン
で
ひ
と
つ
に
つ
な
げ
て
い

ま
す
。

　
手
に
取
っ
て
開
き
た
く
な
る
よ
う
な
若
狭
町

議
会
だ
よ
り
を
目
指
し
ま
し
た
。

問	

ロ
ゴ
作
成
を
依
頼
さ
れ
て
ど
う
で
し
た

か
？

答	

デ
ザ
イ
ン
を
し
た
こ
と
が
な
く
、
何
か
ら
手

を
着
け
て
よ
い
か
分
か
ら
ず
、
多
少
不
安
は

あ
り
ま
し
た
が
、
顧
問
の
先
生
か
ら
ア
ド
バ

イ
ス
を
い
た
だ
き
、作
成
で
き
ま
し
た
。

問	

ど
の
よ
う
な
種
類
の
絵
が
好
き
で
す
か
？

答	

水
彩
画
で
す
。に
じ
み
で
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン

が
綺
麗
に
出
る
の
で
好
き
で
す
。

問	

題
材
は
？

答	

動
物
画
で
す
。動
物
が
好
き
な
の
で
、図
鑑

な
ど
を
参
考
に
描
き
ま
す
。

問	

絵
以
外
に
好
き
な
こ
と
は
？

答	

文
章
を
書
く
こ
と
が
好
き
な
の
で
新
聞
部

を
掛
け
持
ち
し
て
い
ま
す
。

家
族
と
動
物
の
温
も
り
の
あ
る
物
語
も
書

き
ま
す
。

動
物
が
出
る
テ
レ
ビ
番
組
が
好
き
で
、Ｎ
Ｈ

Ｋ「
ダ
ー
ウ
ィ
ン
が
来
た
！
」は
欠
か
さ
ず

観
て
い
ま
す
。

問	

将
来
の
目
標
は
？

答	

心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

「つなぐ」「つなぐ」にに込めた思い込めた思い

普通科2年生
鳥浜在住

田
た

 辺
なべ

 響
こと

 音
ね

さん

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

「
つ
な
ぐ
」

「
つ
な
ぐ
」

ロ
ゴ「
つ
な
ぐ
」作
成
者

ロ
ゴ「
つ
な
ぐ
」作
成
者

紹
介
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

紹
介
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

●
報
告
だ
け
で
終
わ
ら
せ
な
い
た
め
の
工
夫
を

し
ま
す
。

●
写
真
を
多
く
掲
載
す
る
な
ど
、見
や
す
く
、伝

わ
り
や
す
く
し
ま
す
。

　
あ
な
た
の
声
が「
つ
な
ぐ
」を
つ
く
り
ま
す
。

　
議
会
だ
よ
り
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意

見
・
ご
感
想
を
い
た
だ
き
な
が
ら
編
集
に
反
映

し
、
皆
さ
ん
と
議
会
を
つ
な
い
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
ご
意
見
、
ご
感
想
を
議
会
事
務
局
ま
で
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

【
議
会
事
務
局
】

　
☎︎
０
７
７
０-

４
５-

９
１
１
７

　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
７
７
０-

４
５-

９
１
５
０

   
gikai@

tow
n.fukui-w

akasa.lg.jp

「
伝
え
る
」か
ら

「
伝
え
る
」か
ら

「
伝
わ
る
」へ

「
伝
わ
る
」へ

あ
な
た
の
声
を

あ
な
た
の
声
を

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

※
ロ
ゴ
：「
つ
な
ぐ
」を
図
案
化
し
た
も
の
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美
術
部
紹
介

美
術
部
紹
介

令
和
5
年
2
月
20
日
に
美
方
高
校
美
術
部
の
皆
さ
ん
の

活
動
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
、将
来
の
希
望
や
ご
意

見
を
伺
い
ま
し
た
。

美
方
高
校
美
術
部

美
方
高
校
美
術
部
のの
活
動
活
動

年
間
の
主
な
活
動

⃝

美
方
高
校
総
合
文
化
展

パ
レ
ア
若
狭
等
で
展
示

⃝

敦
賀
市
美
術
展
に
出
品

⃝

学
校
祭
で
展
示

⃝

福
井
県
高
等
学
校
総
合
文
化

祭
へ
出
品

県
代
表
と
し
て
全
国
高
等
学

校
総
合
文
化
祭
へ
出
品

令
和
４
年
代
表
に
選
出

令
和
５
年
も
代
表
に
選
出
さ

れ
制
作
中

⃝

新
入
生
歓
迎
展
示

⃝

地
域
依
頼
の
制
作
作
品
あ
り

令
和
４
年
度
部
員
数

　
部
員
数　
25
名

他
の
部
活
動
と
兼
部
し
て

い
る
部
員
も
い
ま
す
。

活
動
時
間

　
平
日
放
課
後

活
動
写
真

特集

ら
戻
っ
て
き
た
い
で
す
。（
笑
）

問	

皆
さ
ん
の
町
自
慢
は
？

　•

18
歳
ま
で
医
療
費
無
料
な
ど
、

子
育
て
支
援
が
充
実
し
て
い
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。

問	

嶺
南
地
域
に
足
り
な
い
点
は
？

　•

公
共
交
通
機
関
な
ど
の
移
動
手

段
で
不
自
由
な
生
活
を
し
て
い

る
か
ら
若
者
は
住
み
た
が
ら
な

い
の
か
も
。

　

•

街
灯
が
少
な
く
、
自
転
車
や
歩

行
は
暗
が
り
が
怖
い
で
す
。

　
放
課
後
に
お
邪
魔
し
て
、活
動
の

様
子
を
見
学
さ
せ
て
も
ら
い
、そ
の

後
皆
さ
ん
と
お
話
し
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

問	

将
来
の
目
標
は
？

　•

図
書
館
司
書
に
な
り
た
い
で
す
。

　

•

簿
記
検
定
資
格
取
得
し
て
い
る

の
で
資
格
を
活
か
せ
る
仕
事
に

就
き
た
い
で
す
。

な
ど
皆
さ
ん
具
体
的
な
目
標
を

持
っ
て
い
ま
す
。

問	
悩
み
は
あ
る
？

　•
み
ん
な
明
る
く
、
家
族
と
の
会

話
も
あ
り
悩
み
は
無
し
！

　
　
と
の
こ
と
で
す
。

問	

読
書
は
し
て
る
？　

　•

世
界
観
広
め
る
た
め
読
書
は
し

て
い
ま
す
。

　

•

絵
に
は
物
語
が
あ
り
、
絵
を
描

く
に
は
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

問	

嶺
南
地
域
に
住
み
続
け
た
い
？

帰
っ
て
き
た
い
？

　•

の
ん
び
り
で
き
て
住
み
や
す
い

と
こ
ろ
な
の
で
、
年
取
っ
て
か

美
術
部
部
員

美
術
部
部
員
と
の
と
の
懇
談
会

懇
談
会

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

令
和
４
年
県
代
表

「
ア
ヒ
ル
調
査
隊
」

作
者 

大
谷
温
美（
卒
業
生
）

マスコットキャラクター
ナンシー、みそみん十村駅自転車置き場壁画

み
そ
み
地
域
づ
く
り
協
議
会

み
そ
み
地
域
づ
く
り
協
議
会

か
ら
依
頼
さ
れ
、作
成

か
ら
依
頼
さ
れ
、作
成
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⃝金額は万円単位で
表しているため合
計と一致しません。
⃝（　）内は、前年度
比較の伸び率です。
（％、小数点第２
位を四捨五入）

3月定例会
2月28日火

〜3月22日水令和5年度 当初予算総額 191 億1,227万円令和5年度 当初予算総額 191 億1,227万円
令和5年度令和5年度  当初予算当初予算をを  可決可決

（6ページをご確認ください。）

一般会計
歳  入

113億1,331万円
前年度比6.0％増

その他 1億8,852万円
（▲13.7）

諸収入 2億7,393万円（1.0）諸収入 2億7,393万円（1.0）繰越金 1億円（233.3）

繰入金 7億2,986万円（5.6）

寄付金 5億1,388円（28.4）

財産収入
3,820万円（▲5.7）

地方消費税交付金
3億5,570万円（11.5）

地方譲与税
1億3,3110万円
（▲0.9）

町債
12億4,390万円
（78.1）

県支出金
11億3,860万円
（▲2.5）

国庫支出金
5億9,219万円
（▲32.3）

地方交付税
42億円
（4.5）

町税
18億739万円
（0.1）

一般会計
歳  出

113億1,331万円
前年度比6.0％増

公債費
12億5,877万円
（▲0.4）

予備費
300万円（0.0）

教育費
11億7,888万円（43.0）

消防費
4億237万円（1.7）

土木費
10億5,945万円（33.1）

商工費
3億1,716万円
（▲40.1）

農林水産業費
5億7,534万円
（▲25.3） 労働費 1,983万円（0.0）

衛生費
13億6,428万円
（▲0.3）

民生費
24億5,447万円
（1.7）

総務費
25億8,418万円
（17.9）

議会費 9,553万円（2.6）

113億1,331万円　前年度比 6億4,425 万円増 （6.0％増） 附帯決議 令和５年度一般会計予算に対する
附帯決議を全員賛成で可決
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一般会計 主な事業 （千円単位は切り捨て）

ケーブルテレビネットワーク更新事業
【総務課】 3億4,143万円 上中地区の放送機器の更新工事

公用車購入事業
【総務課】 1,504万円 EV車の導入及び充電設備の整備

次世代定住促進事業
【総合政策課】 3,791万円 町全体で若者の定住とUI ターンを促進

公民連携推進事業
【総合政策課】 4,475万円 公民連携イベント開催の支援や

河内キャンプサイト宿泊施設整備補助等
稼ぐ観光地づくり推進事業

【観光商工課】 5,577万円 北陸新幹線敦賀開業に向け、
観光地のブラッシュアップ

災害情報放送設備整備事業
【環境安全課】 2億3,399万円 ケーブルテレビ網を活用した

災害情報放送設備の整備
清掃総務費

【環境安全課】 3億5,426万円 美浜・三方環境衛生組合負担金、
若狭広域行政事務組合負担金（環境衛生分）等

訓練等給付費事業
【福祉課】 1億8,487万円 身体・知的・精神障害者の

訓練等給付に対する支援
児童手当事業

【子育て支援課】 1億8,975万円 児童を養育している保護者への
児童手当の支給

公立小浜病院組合負担金事業
【健康医療課】 3億8,607万円 公立小浜病院組合に対する負担金（レイクヒ

ルズ美方病院負担金、公立小浜病院負担金）
多面的機能支払交付金事業

【建設課】 1億4,600万円 農村環境の保全活動等への補助

ふるさと納税推進事業
【産業振興課】 7億6,271万円 本町の特産品をPRし、

地域産業の活性化に寄与
パレア若狭管理事業

【パレア文化課】 1億2,259万円 機械設備の保守点検等施設の維持管理、
ホール系空調熱源更新工事

瓜生小学校改修工事
【教育委員会】 1億5,417万円 エレベーター及び多目的トイレの設置

特別会計・企業会計 当初予算 (千円単位は切り捨て)
特　別　会　計 予　算　額 増減（％） 企　業　会　計 予　算　額 増減（％）

国 民 健 康 保 険 18億5,421万円 4.2 水 道 事 業 11億8,748万円 ▲11.2

後 期 高 齢 者 医 療 2億2,931万円 ▲5.1 工 業 用 水 道 事 業 4,667万円 25.9

直 営 診 療 所 1億799万円 24.4 下 水 道 事 業 17億5,532万円 ※

介 護 保 険 19億5,047万円 ▲1.7 上 中 診 療 所 事 業 5億1,032万円 ▲8.1

農業者労働災害共済事業 122万円 ▲8.1

町 営 住 宅 等 3,318万円 ▲2.0

土 地 開 発 事 業 1億2,274万円 12.6

令和5年度 当初予算総額 191 億1,227万円令和5年度 当初予算総額 191 億1,227万円
令和5年度令和5年度  当初予算当初予算をを  可決可決

※令和５年４月１日から、農業集落排水処理事業、漁業集
落排水処理事業及び公共下水道事業は統合し、下水道事
業になりました。

一般会計 予算額 113億1,331万円　前年度比 6億4,425 万円増 （6.0％増）
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議案第20号
令和5年度 若狭町一般会計予算

に対する附帯決議
　「議案第20号令和5年度若狭町一般会計予算に対する附帯決議について」の動議が提出され、採
決の結果、全員賛成で可決。

■ 附帯決議の提案理由
　物価の高騰における保育所、小中学校の給食費の値上げは、昨年７月の学校給食運営委員会の答
申において、やむを得ないものとされ、保護者の方もある程度は理解されていると思います。
　当町の給食は、地元食材を積極的に取り入れたメニューであり、量や質、栄養バランスも大変良い
との評価もあり、他市町より材料費が少々高いのも理解できます。
　「令和５年度一般会計予算」では値上げ分の半分以上を町が負担をすることとなっているものの、
毎月２００円であっても近隣市町の状況を鑑み、子供まん中社会、食育を唱えている当町としては、
保護者への負担軽減対策を早期に行わなければならないと思います。
　岸田総理は、子育て政策の強化と予算倍増の方針を６月にも具体的な方針を示すとしています。
このタイミングを逃さず、国・県に対して対策を強く要望し、交付税措置が図られたときには、早期
に補正措置を行い対処することを求めるものです。

■ 附帯決議の内容
　若狭町は可決された令和５年度若狭町一般会計予算の執行にあたり、次の事項について適切な措
置を講ずること。
●❶児童生徒に対し、栄養バランスの取れた安心安全な給食を提供すること。
●❷あらゆる収入を検討し、積極的な財源確保に努めること。
●❸町は給食費の抑制に向け、国、県に対して給食費支援を強く要望すること。
●❹給食費の改定については、保護者に対し丁寧な説明をし、理解を得られるように努めること。
●❺上記の取組について議会に報告し、また経過措置の対応については議会と協議すること。

［提出者］ 増井議員　　［賛成者］ 島津議員、西村議員、谷川議員

（関連：9-10ページ、13ページをご覧ください）

　議会又は委員会における審議の対象である事
件の議決に当たって、その事件について付随的
に付けられる意見又は要望の決議のことをいう。
　可否だけでは議会としての意見が十分に表明
しつくせない場合があり、当該議案等を議決する
に当たり、併せて附帯決議を議決して、事実上議
会の意思を表明しておく取扱いがなされている。
　議会の希望として、長等にこれを尊重する政治
的、道義的な責務をおわせるにとどまり、法的な
拘束力を有するものではない。

（「地方議会運営事典」から抜粋）

附帯決議附帯決議とはとは
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一般会計に4,583万円を増額補正一般会計に4,583万円を増額補正

122122億億3,7573,757万円万円令和5年度
一般会計予算総額

開催期間 2月28日火〜3月22日水3月定例会

事　　　　　　業　　　　　　内　　　　　　容 補　正　額

施設管理事業
（上中庁舎消防用設備不良箇所修繕及び高圧受電設備改修） 1,165万円

ケーブルテレビネットワーク更新事業
（MMネットと三方サブセンター間の光ファイバーケーブル２ルート化） 6,492万円

訓練等給付費事業
（事業実績に伴う増額） 1,186万円

乳幼児等予防接種事業
（事業実績に伴う減額） ▲ 2,315万円

一般廃棄物処理施設運営事業
（クリーンセンターかみなか電気設備修繕等） 1,156万円

農業肥料セーフティネット事業
（事業実績に伴う減額） ▲ 1,147万円

キャッシュレス決済推進事業
（PayPay連携事業の実績に伴う減額） ▲ 875万円

除雪対策事業
（除雪作業委託費等の不足に伴う増額） 2,711万円

主　な　歳　出 （千円単位は切り捨て）

 主な歳入（補正額） （千円単位は切り捨て）

◆ 町　　　税 ････････････････････････････5,475万円

◆ 地方交付税 ････････････････････････････8,162万円

◆ 分担金及び負担金 ････････････････････3,823万円

◆ 国庫支出金 ････････････････････････････5,233万円

◆ 県  支  出  金  ････････････････････ ▲1,656万円

◆ 繰 　 入 　 金 ･････････････････▲1億3,900万円

◆ 町 　 　 　 債 ･････････････････････ ▲3,280万円

 特別会計・企業会計 （千円単位は切り捨て）

会 計 区 分 補 正 額 合 計 額

国 民 健 康 保 険 ▲7,070万円 17億3,092万円

後期高齢者医療保険 ▲2,315万円 2億1,852万円

介 護 保 険 ▲4,723万円 20億1,302万円

会 計 区 分 補 正 額 合 計 額

農業集落排水処理事業 ▲1,030万円 4億5,198万円

土 地 開 発 事 業 889万円 1億1,795万円
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４
年
度
分
を
12
名
見
込
ん
だ
。
実
際
に

は
12
名
が
補
助
対
象
と
な
っ
た
。

▼
観
光
商
工
課
関
連

問	

三
十
三
間
山
登
山
口
の
看
板
更
新
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答	

大
き
く
す
る
予
定
は
な
い
。
同
じ
様
な

か
た
ち
で
版
の
中
身
を
変
え
る
予
定
。

問	

そ
の
よ
う
な
更
新
で
予
算
50
万
６
千
円

も
か
か
る
の
か
。

答	
見
積
も
り
を
取
っ
て
い
る
。
版
を
新
し

く
す
る
費
用
も
含
ま
れ
る
。

▼
教
育
委
員
会
関
連

問	

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
補
助
金

返
還
に
つ
い
て
、
開
所
日
数
が
満
た
な

か
っ
た
要
因
は
何
か
。

答	

２
５
０
日
で
申
請
し
て
い
た
。
土
曜
日

に
保
護
者
参
観
日
等
の
学
校
行
事
が

あ
っ
た
場
合
、
学
童
保
育
で
預
か
る
体

制
を
と
っ
て
い
た
が
申
し
込
み
が
無

く
、
開
所
し
な
か
っ
た
た
め
２
５
０
日

に
満
た
な
く
な
っ
た
。

▼
福
祉
課
関
連

問	

社
会
福
祉
事
業
者
等
物
価
高
騰
対
策
支

援
金
交
付
事
業
の
実
数
を
ど
の
よ
う
に

つ
か
む
の
か
。

答	

事
業
者
の
定
員
を
基
本
に
考
え
て
い

る
。
単
価
に
１
日
当
た
り
の
平
均
利
用

者
数
を
乗
じ
る
。
年
間
延
べ
利
用
者
数

を
営
業
日
数
で
割
り
戻
し
た
人
数
の
た

め
利
用
定
員
を
上
回
る
こ
と
は
な
い
。

▼
健
康
医
療
課
関
連

問	

が
ん
検
診
の
対
象
者
数
と
受
診
者
数
は
。

答	

対
象
者
数
は
な
い
。
11
月
末
現
在
の
受

診
者
数
は
、胃
が
ん
検
診
４
０
０
名
、肺

が
ん
検
診
１
，４
０
５
名
、
大
腸
が
ん
検

診
１
，５
１
９
名
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
５

４
８
名
、乳
が
ん
検
診
５
２
８
名
。

▼
環
境
安
全
課
関
連

問	

消
防
費
に
つ
い
て
、
若
狭
消
防
組
合
が

約
６
０
０
万
円
の
増
額
、
敦
賀
美
方
消

防
組
合
が
約
９
０
０
万
円
の
減
額
。
補

正
額
が
大
き
く
異
な
る
理
由
は
。

答	

消
防
組
合
の
負
担
金
は
分
担
率
の
変
更

に
伴
う
も
の
。
敦
賀
美
方
消
防
組
合
は
、

美
浜
町
が
支
弁
を
多
く
す
る
こ
と
と
な

り
、若
狭
町
分
が
減
っ
て
い
る
。
若
狭
消

防
組
合
は
小
浜
市
分
が
下
が
る
こ
と
に

よ
り
若
狭
町
分
が
増
額
と
な
っ
た
。基
準

財
政
需
要
額
等
に
基
づ
い
て
算
出
さ
れ
る
。

▼
産
業
振
興
課
関
連

問	
有
害
鳥
獣
処
理
施
設
運
営
管
理
事
業
の

補
正
額
６
０
０
万
円
は
電
気
代
、
燃
料

代
と
の
こ
と
だ
が
そ
れ
以
外
に
加
味
し

て
い
る
も
の
は
無
い
か
。

答	

焼
却
経
費
と
し
て
電
気
代
、燃
料
費
、重

量
割
人
件
費
が
あ
る
。
電
気
代
は
見
込

４
７
８
万
８
千
円
、
現
計
予
算
額
２
３

６
万
円
、
燃
料
代
は
見
込
２
，
１
７
１

万
９
千
円
、現
計
予
算
額
１
，８
２
０
万

円
、
重
量
割
人
件
費
は
見
込
５
４
２
万

３
千
円
、現
計
予
算
額
５
３
４
万
円
。
実

際
、
電
気
代
は
昨
年
比
１
．
８
倍
、
燃
料

費
は
昨
年

比
１
．
２

倍
。
増
額

分
は
電
気

代
と
燃
料

代
と
考
え

て
い
る
。

〇
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

問	

今
回
の
基
金
積
立
で
基
金
残
高
は
い
く

ら
に
な
る
の
か
。

答	

令
和
４
年
度
末
見
込
で
１
億
７
千
万
円

あ
ま
り
で
あ
る
。

◆
令
和
５
年
度
当
初
予
算

本
委
員
会
に
審
査
を
付
託
さ
れ
た
一
般
会

計
及
び
特
別
会
計
・
企
業
会
計
予
算
に
関
す

る
議
案
は
12
件
。

一
般
会
計
予
算
は
、
賛
成
多
数
を
も
っ
て

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

予
算
決
算
常
任
委
員
会

◆
令
和
４
年
度
補
正
予
算

本
委
員
会
に
審
査
を
付
託
さ
れ
た
一
般
会

計
及
び
特
別
会
計
補
正
予
算
に
関
す
る
議
案

は
６
件
。

委
員
全
員
の
賛
成
を
も
っ
て
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
。

主
な
質
疑
事
項

〇
一
般
会
計
補
正
予
算

▼
総
務
課
関
連

問	

美
方
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
三
方

サ
ブ
セ
ン
タ
ー
間
は
光
フ
ァ
イ
バ
ー

ケ
ー
ブ
ル
２
ル
ー
ト
化
さ
れ
る
が
、
上

中
地
域
の
施
設
は
ど
う
か
。

答	

ま
だ
２
ル
ー
ト
化
さ
れ
て
い
な
い
。

▼
総
合
政
策
課
関
連

問	

奨
学
金
返
還
支
援
事
業
補
助
金
は
予
算

を
24
名
分
み
て
い
た
が
12
名
で
確
定
と

の
こ
と
。
審
査
が
通
ら
な
か
っ
た
人
は

い
た
の
か
。

答	

予
算
24
名
分
は
、当
初
予
算
計
上
時
、令

和
３
年
度
分
が
確
定
し
て
い
な
か
っ
た

の
で
12
名
を
見
込
ん
だ
。
さ
ら
に
令
和

常
任
委
員
会
報
告

常
任
委
員
会
報
告

嶺南地域有害鳥獣処理・加工施設
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▼
環
境
安
全
課
関
連

問	
災
害
情
報
放
送
設
備
整
備
事
業
は
２
年
で

７
億
円
の
大
事
業
で
、
工
事
範
囲
も
町
内

全
域
。
入
札
の
参
加
条
件
は
。

答	

電
気
通
信
に
長
け
た
業
者
に
な
る
。
令
和

５
年
度
に
指
名
選
定
委
員
会
を
開
き
選
定

基
準
等
を
決
め
入
札
に
か
け
る
。
指
名
願

い
の
出
て
い
る
業
者
の
中
か
ら
選
定
し
、

適
正
に
執
行
す
る
。

▼
税
務
住
民
課
関
連

問	

固
定
資
産
税
増
額
を
説
明
願
う
。
町
た
ば

こ
税
８
０
０
万
円
増
は
喫
煙
者
が
増
え
た

と
い
う
こ
と
か
。

答	

令
和
５
年
度
は
令
和
３
年
度
評
価
替
え
の

最
終
年
度
の
た
め
、土
地
、家
屋
は
ほ
ぼ
変

わ
ら
な
い
。
償
却
資
産
は
令
和
４
年
度
で

増
額
が
あ
り
、多
く
見
込
ん
だ
。
町
た
ば
こ

税
は
令
和
３
年
秋
の
た
ば
こ
税
値
上
げ
に

よ
り
減
少
が
抑
え
ら
れ
て
き
て
い
る
。

特
別
会
計
及
び
企
業
会
計
予
算
の
11
議
案

は
、
委
員
全
員
の
賛
成
を
も
っ
て
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
。

主
な
質
疑
事
項

〇
一
般
会
計

▼
総
務
課
関
連

問	

Ｄ
Ｘ
推
進
事
業
の
ラ
イ
ン
公
式
ア
カ
ウ
ン

ト
を
活
用
し
た
取
組
み
は
い
つ
か
ら
活
用

で
き
る
の
か
。

答	

８
月
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
予
約
を
開

始
す
る
予
定
。
ラ
イ
ン
は
仕
組
み
を
構
築

し
だ
い
公
開
す
る
。

▼
総
合
政
策
課
関
連

問	

ス
マ
ー
ト
エ
リ
ア
開
発
事
業
の
空
き
家
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
予
算
４
０
０
万
円
１
件
分

に
応
募
が
複
数
あ
っ
た
場
合
、
選
定
は
ど

う
す
る
の
か
。

答	

基
本
的
に
申
請
を
受
付
け
、審
査
す
る
。
空

き
家
が
複
数
あ
る
場
合
そ
れ
ぞ
れ
内
容
を

検
討
し
、
必
要
な
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
あ

れ
ば
補
正
予
算
も
考
え
る
。

▼
観
光
商
工
課
関
連

問	

出
向
宣
伝
は
若
狭
町
単
独
で
は
な
く
嶺
南

一
帯
で
実
施
す
る
等
、
大
き
な
規
模
で
実

施
す
る
計
画
は
な
い
の
か
。

答	

町
単
独
の
出
向
宣
伝
も
あ
る
が
、
若
狭
湾

観
光
連
盟
が
主
に
な
っ
て
実
施
す
る
。
県

観
光
連
盟
で
も
関
東
方
面
等
で
出
向
宣
伝

を
始
め
て
い
る
。

▼
産
業
振
興
課
関
連

問	

飼
料
高
騰
等
が
あ
り
畜
産
農
家
は
大
変
厳

し
い
状
況
。
去
年
と
比
較
し
て
ど
う
か
。

答	

経
営
状
況
は
毎
月
二
州
農
業
経
営
支
援
部

に
確
認
い
た
だ
い
て
い
る
。
飼
料
高
騰
対

策
は
、国
や
飼
料
の
組
合
か
ら
高
値
に
対
す

る
補
て
ん
が
あ
る
の
で
比
較
的
安
心
し
て

い
る
。し
か
し
牛
乳
の
消
費
は
落
ち
て
い
る

の
で
生
産
面
で
も
苦
し
い
と
聞
い
て
い
る
。

▼
建
設
課
関
連

問	

三
十
三
産
業
団
地
か
ら
国
道
27
号
間
の
整

備
は
い
つ
供
用
開
始
か
。

答	

現
在
、
国
道
27
号
か
ら
白
屋
側
を
工
事
し

て
お
り
、
令
和
５
年
度
中
の
供
用
開
始
を

予
定
。
三
十
三
街
道
ま
で
は
用
地
測
量
、建

物
補
償
調
査
、
工
事
が
あ
り
令
和
８
年
度

完
成
を
目
指
し
て
い
る
。

▼
歴
史
文
化
課
関
連

問	

熊
川
の
荻
野
家
住
宅
の
保
存
整
備
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

答	

現
在
、荻
野
家

の
保
存
活
用

計
画
を
ま
と

め
て
い
る
。令

和
５
年
度
に

国
に
あ
げ
、そ

の
後
修
繕
計

画
を
進
め
た

い
。

▼
健
康
医
療
課
関
連

問	

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
実
績
は
。

今
ま
で
２
価
ワ
ク
チ
ン
だ
が
９
価
に
な

る
。
ど
の
よ
う
に
推
奨
す
る
の
か
。

答	

令
和
４
年
度
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
定

期
接
種
１
０
２
人
、
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
95

人
。
今
ま
で
に
２
価
を
受
け
た
人
が
９
価

を
受
け
て
も
良
い
か
国
で
議
論
し
て
い

る
。
な
る
べ
く
打
て
る
よ
う
に
な
る
予
定

で
あ
る
。

▼
福
祉
課
関
連

問	

身
体
障
害
者
補
装
具
交
付
修
理
事
業
と
地

域
生
活
支
援
費
事
業
の
違
い
と
具
体
的
な

内
容
は
。

答	

身
体
障
害
者
補
装
具
交
付
修
理
事
業
は
対

象
者
が
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る

方
で
、
主
に
体
の
機
能
を
保
持
す
る
た
め

の
機
能
で
、補
聴
器
や
車
い
す
、座
位
保
持

装
置
、
義
肢
、
義
足
等
の
支
給
。
地
域
生
活

支
援
費
事
業
の
対
象
事
業
に
よ
る
支
給
は

ス
ト
マ（
人
工
肛
門
）の
蓄
尿
袋
が
対
象
と

な
る
。

▼
教
育
委
員
会
関
連

問	

全
国
的
に
給
食
費
を
無
償
化
す
る
自
治
体

が
出
て
い
る
中
、給
食
費
２
０
０
円
増
は
何

と
か
な
ら
な
い
の
か
。
物
価
高
騰
は
続
く

感
じ
が
す
る
。
そ
の
折
に
も
値
上
げ
す
る

の
か
と
い
う
こ
と
も
出
て
く
る
。
今
回
増

額
せ
ず
、物
価
高
騰
が
も
っ
と
続
く
よ
う
で

あ
れ
ば
、そ
こ
で
再
考
い
た
だ
き
た
い
。

荻野家住宅

出向宣伝
ドーンと福井 in 神楽坂  越前・若狭まつり
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答	
今
回
の
値
上
げ
は
、
町
も
財
政
を
考
慮
し

半
額
補
助
と
し
た
。
今
後
国
で
子
育
て
対

策
、少
子
化
対
策
、物
価
高
騰
対
策
等
の
予

算
が
付
け
ば
適
宜
対
応
し
て
い
き
た
い
。

▼
パ
レ
ア
文
化
課
関
連

問	

図
書
館
の

新
書
購
入

費
用
は
。

答	

備
品
購
入

費
３
６
０

万
２
千
円

が
新
書
購

入
分
で
あ

る
。

反
対
討
論

歴
史
上
の
人
的
文
化
遺
産
顕
彰
事
業
は
内
心

の
自
由
を
侵
害
す
る
も
の
で
町
が
や
る
べ
き
も

の
で
は
な
い
。給
食
費
増
額
は
こ
の
ま
ま
進
め
て

議
会
が
認
め
た
と
い
う
こ
と
は
い
か
が
か
と
思

う
。
大
き
く
は
そ
の
２
つ
の
理
由
で
反
対
す
る
。

賛
成
討
論

給
食
費
増
額
は
、
や
む
な
し
と
い
う
と
こ

ろ
も
理
解
で
き
る
。
た
だ
今
後
、
何
ら
か
の

補
正
予
算
措
置
を
検
討
い
た
だ
け
る
も
の
と

期
待
し
て
賛
成
す
る
。

賛
成
討
論

給
食
費
増
額
を
補
正
予
算
で
何
か
し
て
い
た

だ
け
る
も
の
と
期
待
し
予
算
は
賛
成
す
る
。
た

だ
国
の
補
助
に
よ
り
給
食
費
増
額
を
せ
ず
に
済

ん
で
も
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
す
と
悪
い
印
象
だ
け

与
え
、町
が
補
助
し
た
こ
と
が
薄
れ
か
ね
な
い
。

反
対
討
論

町
長
を
は
じ
め
担
当
課
が
か
た
く
な
に
給
食

費
増
額
の
姿
勢
を
崩
し
て
い
な
い
。
増
額
あ
り

き
で
予
算
を
た
て
た
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
反
対

す
る
。

賛
成
討
論

予
算
執
行
に
あ
っ
て
は
４
月
１
日
か
ら
新
年

度
に
入
る
。
そ
の
時
点
で
予
算
措
置
が
定
ま
っ

て
い
な
い
こ
と
は
大
き
な
問
題
。
た
だ
給
食
費

の
具
体
的
な
値
上
げ
は
４
月
か
ら
は
見
送
り
、

後
の
補
正
予
算
で
措
置
す
る
と
の
期
待
を
込
め

て
賛
成
す
る
。

〇
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

問	

連
合
会
負
担
金
が
令
和
４
年
度
の
倍
と
な

る
理
由
は
何
か
。

答	

令
和
５
年
度
に
国
保
情
報
集
約
シ
ス
テ
ム

を
改
修
す
る
た
め
。

〇
直
営
診
療
所
特
別
会
計

問	

な
ぜ
歳
入
に
往
診
自
動
車
使
用
料
48
万
円

が
入
っ
て
い
る
の
か
。

答	

往
診
時
の
自
動
車
使
用
料
は
条
例
で
決

ま
っ
て
い
る
。
２
㎞
ま
で
が
税
抜
３
０
０

円
、
２
㎞
増
す
ご
と
に
１
５
０
円
ず
つ
い

た
だ
い
て
い
る
。

〇
農
業
者
労
働
災
害
共
済
事
業
特
別
会
計

問	

昨
年
た
く
さ
ん
怪
我
を
さ
れ
、
補
償
費
を

払
っ
て
い
る
。
再
共
済
を
か
け
て
い
る
が

補
償
金
額
は
分
か
ら
な
い
の
か
。

答	

昨
年
死
亡
事
故
が
あ
り
共
済
金
死
亡
事
故

１
件
に
対
し
３
４
６
万
円
を
支
払
っ
て
い

る
が
、
県
の
共
済
か
ら
降
り
て
く
る
予
定

で
あ
る
。
令
和
４
度
予
算
に
入
る
が
額
が

確
定
し
て
い
な
い
た
め
、
決
算
が
う
て
た

段
階
で
繰
越
金
を
令
和
５
年
度
予
算
に
計

上
す
る
。

〇
町
営
住
宅
等
特
別
会
計

問	

使
用
料
61
万
７
千
円
減
額
の
理
由
は
。
入

居
申
請
待
ち
が
い
る
の
か
。

答	

使
用
料
減
額
は
令
和
４
年
度
の
状
況
や
現

在
の
入
居
状
況
を
勘
案
し
算
出
し
た
。
現

在
、入
居
申
請
待
ち
は
な
い
。

〇
土
地
開
発
事
業
特
別
会
計

問	

公
有
財
産
購
入
費
と
あ
る
が
公
有
と
は
ど

こ
の
こ
と
か
。

答	

予
算
科
目
の
名
称
。
町
が
購
入
す
る
土
地

の
こ
と
を
指
す
。

〇
工
業
用
水
道
事
業
会
計

問	

ダ
ム
維
持
管
理
費
負
担
金
に
つ
い
て
。

答	

ダ
ム
の
維
持
管
理
費
に
対
す
る
負
担
金
割

合
が
あ
り
、毎
年
度
、費
用
の
工
水
の
持
分

０
．９
％
を
持
っ
て
い
る
。

〇
下
水
道
事
業
会
計

問	
熊
川
処
理
区
の
三
宅
と
の
合
流
は
、
新
道

に
あ
る
処
理
区
で
は
何
も
し
な
い
の
か
。

下
水
を
そ
の
ま
ま
送
る
の
か
。

答	

一
旦
今
の
処
理
場
に
流
量
調
整
槽
と
い
う

ポ
ン
プ
場
を
設
置
し
、
流
量
を
調
整
す
る
。

熊
川
で
は
町
道
13
号
線
を
通
り
圧
送
管
に

て
仮
屋
の
マ
ン
ホ
ー
ル
へ
接
続
す
る
。

〇
上
中
診
療
所
事
業
会
計

問	

薬
局
の
外
来
分
が
院
外
薬
局
に
な
り
薬
局

業
務
が
減
る
が
、
勤
務
状
況
等
は
ど
う
な

る
の
か
。

答	

外
来
は
院
外
処
方
だ
が
入
院
病
床
が
あ
り

薬
を
処
方
す
る
必
要
が
あ
る
。
薬
剤
師
の

仕
事
が
無
く
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
勤
務

形
態
は
、
現
在
フ
ル
タ
イ
ム
任
用
職
員
だ

が
パ
ー
ト
タ
イ
ム
任
用
職
員
に
移
行
し
て

い
く
。

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

本
委
員
会
に
審
査
を
付
託
さ
れ
た
案
件
は

議
案
11
件
。

【
議
案
】

委
員
全
員
の
賛
成
を
も
っ
て
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
。

主
な
質
疑
事
項

〇
若
狭
町
個
人
情
報
保
護
法
施
行
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に

よ
り
現
行
の
若
狭
町
個
人
情
報
保
護
条
例
を
廃

止
し
、新
た
に
条
例
を
制
定
。

問	

個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
の
管
理
は
各
地
方
公

共
団
体
が
す
る
の
か
。

答	

各
地
方
公
共
団
体
で
管
理
す
る
。

問	

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
で
き
た
た
め
個

人
情
報
保
護
条
例
が
全
国
統
一
と
な
る

図書館パレア館
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答	

物
価
が
高
騰
し
、
入
館
者
数
も
若
干
減
る

な
ど
予
測
が
つ
き
に
く
い
た
め
指
定
管
理

者
と
の
協
議
で
２
年
に
し
た
。

問	

毎
月
20
万
円
の
収
入
で
あ
っ
た
が
、
今
回

２
，８
０
０
万
円
支
払
う
。
１
年
間
の
金
額

か
。
ど
う
い
う
算
定
か
。

答	

年
間
の
金
額
。
現
在
の
光
熱
水
費
の
３
分

の
２
相
当
と
人
件
費
等
を
加
味
し
算
出
し

た
。

問	

施
設
運
営
は
絶
え
ず
精
査
し
、
来
年
ま
た

見
直
し
、
金
額
を
下
げ
ら
れ
る
な
ら
下
げ

て
も
ら
い

た
い
。

答	

協
定
を
結

ぶ
が
、
そ

の
中
で
も

そ
う
い
う

記
述
を
し

て
い
る
。

〇
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

町
道
路
線（
３
路
線
）の
認
定
。

問	

常
神
ト
ン
ネ
ル
開
通
に
よ
り
県
道
が
町
道

に
移
管
す
る
が
、
不
法
投
棄
等
が
発
生
す

る
か
も
し
れ
な
い
。
落
石
等
が
あ
れ
ば
町

の
責
任
に
な
る
。
閉
鎖
す
る
考
え
は
あ
る

か
。

答	

こ
れ
ま
で
ト
ン
ネ
ル
工
事
に
伴
う
県
か
ら

受
け
た
町
道
は
地
元
と
協
議
し
、
車
止
め

等
で
一
般
交
通
が
出
来
な
い
よ
う
に
し
て

が
、中
身
は
変
わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
か
。

答	
も
と
も
と
の
中
身
は
そ
う
変
わ
ら
な
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
み
な
ら
ず
、
こ

れ
か
ら
住
民
基
本
台
帳
や
税
業
務
等
が
全

国
統
一
化
さ
れ
る
。

〇
若
狭
町
個
人
情
報
保
護
審
査
会
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

若
狭
町
個
人
情
報
保
護
法
施
行
条
例
の
制
定

に
伴
い
、
若
狭
町
に
お
け
る
個
人
情
報
保
護
制

度
の
運
用
に
係
る
調
査
審
議
を
行
う
諮
問
機
関

を
設
置
す
る
た
め
制
定
。

〇
若
狭
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

令
和
５
年
４
月
か
ら
ご
み
処
理
体
制
が
変
更

と
な
る
こ
と
に
伴
う
改
正
。

〇
若
狭
町
有
線
情
報
連
絡
施
設
条
例
及
び

若
狭
町
有
線
電
話
施
設
条
例
の
廃
止
に

つ
い
て

令
和
５
年
４
月
か
ら
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
業
務

を
美
方
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
株
式
会
社
へ

移
管
す
る
こ
と
に
伴
う
廃
止
。

〇
美
浜
・
三
方
環
境
衛
生
組
合
規
約
の
変

更
に
つ
い
て

施
設
利
用
変
更
に
伴
い
組
合
規
約
を
変
更
す

る
た
め
に
構
成
町
の
協
議
が
必
要
。

〇
第
２
次
若
狭
町
総
合
計
画(

中
期
基
本

計
画)

の
策
定
に
つ
い
て

第
２
次
若
狭
町
総
合
計
画
（
中
期
基
本
計
画
）

を
策
定
。

問	

人
口
減
少
率
の
ス
ピ
ー
ド
を
抑
え
よ
う

と
い
う
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。
重
点
政
策

は
シ
ス
テ
ム
や
考
え
方
が
多
い
。
計
画
は

ハ
ー
ド
的
な
部
分
が
見
え
な
い
。

答	

具
体
的
な
施
策
を
十
分
示
し
て
い
く
。
財

政
計
画
と
合
わ
せ
て
予
算
の
中
で
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

〇
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備

計
画
の
策
定
に
つ
い
て

辺
地
対
策
事
業
債
の
発
行
及
び
措
置
の
た
め

公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
計
画
を
策
定
。（
小
川

地
区
、杉
山
地
区
）

問	

小
川
の
飲
料
水
供
給
施
設
の
場
所
は
決

ま
っ
て
い
る
か
。
神
子
、常
神
も
十
分
供
給

で
き
る
の
か
。

答	

試
験
井
戸
を
掘
り
確
実
に
水
が
出
る
な
ら

常
神
、神
子
、小
川
そ
れ
ぞ
れ
今
の
水
源
は

そ
の
ま
ま
使
い
、予
備
水
源
・
補
給
水
源
と

し
て
今
後
の
水
道
施
設
統
合
に
向
け
た
水

源
と
し
て
使
う
予
定
で
あ
る
。

問	

今
回
２
件
だ
が
、
予
算
の
限
度
は
あ
る
の

か
。
毎
年
計
画
す
る
の
か
。

答	

辺
地
債
の
期
限
は
特
に
な
く
、
起
業
の
都

度
申
請
す
る
。
小
川
地
区
、杉
山
地
区
は
３

か
年
で
設
定
し
て
い
る
。

〇
若
狭
町
み
か
た
温
泉
施
設
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て

令
和
５
年
４
月
か
ら
２
年
間
、
指
定
管
理
者

と
し
て
株
式
会
社
オ
ー
イ
ン
グ
を
指
定
。

問	

指
定
管
理
者
期
間
が
前
回
の
５
年
か
ら
２

年
と
な
っ
た
経
緯
は
。

い
る
。
開
通
後
、時
間
を
か
け
ず
に
対
処
し

て
い
き
た
い
。

〇
町
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

町
道
路
線（
３
路
線
）を
変
更
。

〇
財
産
の
処
分
に
つ
い
て

有
線
情
報
連
絡
施
設
放
送
セ
ン
タ
ー
を
美
方

ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
株
式
会
社
に
無
償
譲

渡
。

問	

若
狭
町
の
財
産
を
民
間
に
譲
渡
す
る
と
固

定
資
産
税
は
発
生
す
る
の
か
。

答	

民
間
に
譲
渡
す
る
の
で
評
価
さ
れ
る
。

問	

建
物
内
の
設
備
等
も
譲
渡
す
る
の
か
。

答	

建
物
内
の
設
備
や
機
器
も
譲
渡
す
る
。

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

本
委
員
会
に
審
査
を
付
託
さ
れ
た
案
件
は
議

案
３
件
。

【
議
案
】

委
員
全
員
の
賛
成
を
も
っ
て
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
。

主
な
質
疑
事
項

〇
若
狭
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
税
の
資
産
割
廃
止
と
税
率
及

び
税
額
の
改
正
。

問	

第
２
期
福
井
県
国
民
健
康
保
険
運
営
方
針

の
期
間
は
。

答	

令
和
３
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
。
段
階
を

追
っ
て
資
産
割
を
廃
止
す
る
方
向
で
改
正

きららの湯
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し
、
令
和
５
年
度
に
資
産
割
を
ゼ
ロ
に
す

る
改
正
を
行
っ
た
。

問	
廃
止
す
る
資
産
割
分
を
他
の
区
分
に
つ
け

る
こ
と
に
な
る
。
加
入
者
の
医
療
分
を
下

げ
る
と
の
説
明
だ
が
、税
率
、税
額
の
設
定

理
由
は
。

答	

医
療
費
等
の
必
要
分
か
ら
調
整
交
付
金
等

の
歳
入
分
を
差
し
引
き
、
残
り
を
国
保
税

で
賄
う
。「
所
得
割
」と「
均
等
割
、平
等
割
」

で
半
々
が
良
い
と
考
え
た
。
税
率
の
県
内

統
一
の
際
、
急
な
税
率
の
上
が
り
下
が
り

が
な
い
よ
う
今
ま
で
の
税
率
を
見
つ
つ
、

基
金
繰
入
を
勘
案
し
算
定
し
た
。

〇
若
狭
町
国
民
健
康
保
険
診
療
所
使
用
料

等
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

歯
科
金
属
価
格
の
高
騰
等
に
伴
い
、
新
た

な
自
費
診
療
価
格
を
設
定
。

問	

物
価
高
騰
の
原
因
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
と

断
言
し
て
も
良
い
の
か
。

答	

２
０
２
２
年
度
か
ら
金
の
価
格
が
非
常
に

高
騰
。
物
価
高
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
に
起

因
す
る
も
の
と
判
断
し
て
い
る
。

問	

値
上
げ
す
る
単
価
は
他
医
療
機
関
と
比
較

し
て
ど
う
か
。

答	

保
険
適
用
外
の
た
め
価
格
は
自
由
設
定
で

あ
り
、
治
療
方
法
も
各
医
療
機
関
で
か
な

り
異
な
る
。
価
格
は
医
師
、ス
タ
ッ
フ
で
調

整
し
設
定
し
た
。

問	

公
的
な
診
療
所
が
高
い
価
格
を
付
け
る
の

は
ど
う
か
。

答	

価
格
設
定
は
他
医
療
機
関
と
比
較
で
き
る

部
分
と
で
き
な
い
部
分
が
あ
る
が
、
若
干

安
い
設
定
で
あ
る
。

問	

令
和
４
年
度
の
現
在
の
実
績
は
。
免
許
が

必
要
な
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
は
未
実
施
と

の
説
明
だ
が
、
今
後
の
実
施
予
定
や
患
者

か
ら
の
要
望
は
あ
る
の
か
。

答	

保
険
適
用
外
実
績
は
11
件
約
45
万
円
。イ
ン

プ
ラ
ン
ト
治
療
の
免
許
を
上
中
診
療
所
の

歯
科
医
師

は
持
っ
て

い
な
い
の

で
、
治
療

希
望
者
は

別
の
医
療

機
関
に
行

か
れ
る
。

〇
若
狭
三
方
縄
文
博
物
館
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

博
物
館
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
改
正
。

「若狭町議会の
  個人情報の保護に関する条例」
　　　　　　　　　　　  を制定しました
　デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関する法律の施行により、「個

人情報の保護に関する法律」が改正され（以下「改正後個人情報保護法」といいます。）、

令和５年４月から改正後個人情報保護法が全国共通のルールとして適用されます。町

は、既存の若狭町個人情報保護条例を廃止し、若狭町個人情報保護法施行条例を新た

に制定しました。しかし、改正後個人情報保護法において、議会は国会や裁判所と同

様に、自律的な対応のもと個人情報の保護が図られることが望ましいことから法律の

適用外とされ、町条例においても同様に適用外となりました。そのため、引き続き同

水準で若狭町議会の個人情報の保護制度を規律するため、条例を制定しました。

上中診療所歯科若狭三方縄文博物館
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1月臨時会・
3月定例会 議員賛否一覧議員賛否一覧

議 員 名

議 案 等 名

採
決
月
日

谷
川
暢
一

川
島
富
士
夫

西
村　

毅

倉
谷　

明

増
井
文
雄

藤
田
正
美

熊
谷
勘
信

島
津
秀
樹

辻󠄀
岡
正
和

坂
本　

豊

北
原
武
道

松
本
孝
雄

今
井
富
雄

工事請負変更契約の締結について（令和４年度若狭
アドベンチャーツーリズム拠点整備事業 お花見広
場野外活動交流拠点整備工事（その２））

2/28 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

若狭町国民健康保険診療所使用料等条例の一部改
正について 3/22 ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ －

令和５年度若狭町一般会計予算 3/22 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ －

議長は、採決に加わりません。
○賛成　　×反対　

討
論
討
論

議
案
第

議
案
第
1313
号号  

若
狭
町
国
民
健
康
保
険
診
療
所
使
用

若
狭
町
国
民
健
康
保
険
診
療
所
使
用

料
等
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

料
等
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

反
対
討
論

藤
田
正
美
議
員 

若
狭
町
国
民
健
康
保
険

診
療
所
使
用
料
等
条
例
の
一
部
改
正
は
、

令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
が
、
可
決
後
施
行
ま
で
10

日
程
度
し
か
な
く
、
住
民
に
と
っ
て
は
突

然
の
こ
と
で
あ
り
、
大
変
な
混
乱
を
招
く

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
住
民
側
の
立
場
に

寄
り
添
っ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
十
分

な
リ
ー
ド
タ
イ
ム
を
設
定
し
、
住
民
に
混

乱
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
お
知
ら
せ
す
る

準
備
期
間
を
設
け
る
こ
と
が
必
要
と
考
え

る
。ま

た
、
諸
物
価
高
騰
を
条
例
改
正
の
理

由
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
値
上
げ
理
由

の
責
任
回
避
で
あ
る
。
さ
ら
に
提
案
理
由

に
上
中
診
療
所
の
経
営
状
況
の
説
明
が
な

く
、
早
急
に
条
例
改
正
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
説
明
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。
住
民

が
納
得
で
き
る
説
明
を
得
ら
れ
て
い
な

い
。

議
案
第

議
案
第
2020
号号

令
和
５
年
度
若
狭
町
一
般
会
計
予
算

令
和
５
年
度
若
狭
町
一
般
会
計
予
算

反
対
討
論

北
原
武
道
議
員 

歴
史
上
の
人
的
文
化
遺

産
顕
彰
事
業
の
費
用
30
万
円
が
予
算
計
上

さ
れ
て
い
る
。
偉
大
な
人
物
と
社
会
の
万

人
が
認
め
て
い
る
存
在
だ
と
し
て
も
、
特

定
個
人
の
顕
彰
式
典
を
町
が
主
催
し
、
実

施
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
誰
を
偉
大
な

人
物
で
あ
る
か
と
思
う
こ
と
は
、
個
人
の

内
心
の
自
由
で
あ
り
、
侵
す
こ
と
が
で
き

な
い
基
本
的
人
権
で
あ
る
。
行
政
は
個
人

の
内
心
に
踏
み
込
ん
で
は
い
け
な
い
。
日

本
国
憲
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本

予
算
は
日
本
国
憲
法
違
反
の
資
質
を
含
む

た
め
反
対
で
あ
る
。

な
お
、
給
食
費
値
上
げ
に
関
し
て
も
反

対
で
あ
る
。

賛
成
討
論

倉
谷
明
議
員 

歴
史
上
の
人
的
文
化
遺
産

顕
彰
事
業
に
つ
い
て
、
町
の
偉
人
を
歴
史

的
に
知
る
機
会
に
つ
な
が
り
、
教
育
の
観

点
か
ら
も
町
が
主
導
し
て
す
べ
き
で
あ

る
。給

食
費
値
上
げ
に
つ
い
て
、
給
食
費
だ

け
を
取
り
上
げ
れ
ば
１
食
当
た
り
の
単
価

は
近
隣
市
町
の
中
で
わ
ず
か
だ
が
高
く
、

給
食
費
を
無
料
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

る
。
し
か
し
、
町
の
財
政
の
違
い
や
子
育

て
支
援
策
等
の
違
い
も
あ
り
、
単
純
比
較

は
で
き
な
い
。
学
校
給
食
運
営
委
員
会
か

ら
学
校
給
食
値
上
げ
の
答
申
が
あ
り
、
で

き
る
限
り
保
護
者
負
担
を
軽
減
し
、
値
上

げ
分
の
半
分
相
当
を
町
が
負
担
す
る
案
が

提
案
さ
れ
て
い
る
。
町
長
も
国
の
動
向
を

注
視
し
、
臨
時
交
付
金
等
で
給
食
費
に
回

せ
る
も
の
が
あ
れ
ば
補
正
予
算
で
対
応
す

る
と
述
べ
て
い
る
。
反
対
し
、
予
算
執
行

を
遅
ら
せ
る
こ
と
は
良
く
な
い
。

反
対
討
論

川
島
富
士
夫
議
員 

ふ
く
育
県
を
掲
げ
る

福
井
県
。
岸
田
首
相
も
来
県
し
、
目
指
す

べ
き
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と

称
賛
し
た
本
県
に
あ
っ
て
、
次
年
度
は
子

育
て
支
援
元
年
で
あ
る
。
そ
の
ス
タ
ー
ト

で
躓
く
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。
本
町
の
子
育
て
支
援
に
対
し
、
町
を

あ
げ
て
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
矢
先
に

給
食
費
の
保
護
者
負
担
の
値
上
げ
を
含
ん

だ
一
般
会
計
予
算
に
は
断
固
反
対
で
あ

る
。
物
価
高
騰
分
の
一
部
で
あ
っ
て
も
保

護
者
に
負
担
を
か
け
る
こ
と
は
絶
対
に
避

け
る
べ
き
で
あ
る
。
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◦人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて（若狭町海士坂　高橋香苗氏）
◦人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて（若狭町藤井　百田典子氏）

◦若狭町議会の個人情報の保護に関する条例の制定について
◦若狭町営バス運行管理条例の一部改正について
◦財産の交換について

2月28日に採決され全員賛成で可決された議案

3月22日に異議なく適任としたもの

3月6日に採決され全員賛成で可決された議案
◦令和４年度若狭町一般会計補正予算（第９号）
◦令和４年度若狭町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
◦令和４年度若狭町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
◦令和４年度若狭町介護保険特別会計補正予算（第３号）
◦令和４年度若狭町農業集落排水処理事業特別会計補正予算（第２号）
◦令和４年度若狭町土地開発事業特別会計補正予算（第２号）

3月定例会

3月22日に採決され全員賛成で可決された議案
◦若狭町個人情報保護法施行条例の制定について

◦若狭町個人情報保護審査会条例の制定について

◦若狭町国民健康保険税条例の一部改正について

◦若狭三方縄文博物館条例の一部改正について

◦若狭町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の
一部改正について

◦若狭町有線情報連絡施設条例及び若狭町有線
電話施設条例の廃止について

◦美浜◦三方環境衛生組合規約の変更について

◦第２次若狭町総合計画（中期基本計画）の策定
について

◦辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定
について

◦議案第20号令和５年度若狭町一般会計予算
に対する附帯決議

◦令和５年度若狭町国民健康保険特別会計予算

◦令和５年度若狭町後期高齢者医療特別会計予算

◦令和５年度若狭町直営診療所特別会計予算

◦令和５年度若狭町介護保険特別会計予算

◦令和５年度若狭町農業者労働災害共済事業特
別会計予算

◦令和５年度若狭町営住宅等特別会計予算

◦令和５年度若狭町土地開発事業特別会計予算

◦令和５年度若狭町水道事業会計予算

◦令和５年度若狭町工業用水道事業会計予算

◦令和５年度若狭町下水道事業会計予算

◦令和５年度若狭町国民健康保険上中診療所事
業会計予算

◦若狭町みかた温泉施設の指定管理者の指定に
ついて

◦町道路線の認定について

◦町道路線の変更について

◦財産の処分について

◦小浜市と若狭町との廃棄物（し尿）の処理に関
する事務の事務委託に関する規約の変更につ
いて
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一般
問質

一般
問質

いっ ぱ ん し つ も ん

（文責：質問者本人）（文責：質問者本人）

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ「
パ
ー
ト
ナ
ー

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ「
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
制
度
」
に
つ
い

シ
ッ
プ
制
度
」
に
つ
い

て
の
見
解
を
問
う

て
の
見
解
を
問
う

問 

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な
ど
性
的
少

数
者
の
カ
ッ
プ
ル
を
認
め
る

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
」

に
つ
い
て
率
直
な
見
解
を
伺

う
。

答 「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓

制
度
」
に
つ
い
て
は
承
知
し
て

い
る
し
理
解
も
す
る
が
、
本
町

（
長
）
と
し
て
制
度
の
導
入
を

現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

町
内
公
共
施
設
の
男
性
ト

町
内
公
共
施
設
の
男
性
ト

イ
レ
に「
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ

イ
レ
に「
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ

ク
ス
」の
設
置
を
推
奨

ク
ス
」の
設
置
を
推
奨

問 

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
の
取
り
組
み
の
ひ
と
つ

と
し
て
町
内
公
共
施
設
の
男

性
ト
イ
レ
に
「
サ
ニ
タ
リ
ー

ボ
ッ
ク
ス
」
を
設
置
を
し
て
は

ど
う
か
。

答 

現
在
、
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
に

設
置
し
て
あ
る
。
サ
ニ
タ
リ
ー

ボ
ッ
ク
ス
は
ト
イ
レ
用
の
ゴ

ミ
箱
で
あ
る
た
め
、
利
用
者
が

た
だ
の
ゴ
ミ
箱
と
捉
え
、
一
般

の
ゴ
ミ
を
破
棄
さ
れ
る
と
さ

ら
に
不
衛
生
に
な
る
こ
と
が

危
惧
さ
れ
る
。

問 

す
で
に
設
置
し
て
い
る
市

町
は
ト
イ
レ
の
入
り
口
等
に

表
示
を
工
夫
し
て
、
誤
使
用
し

な
い
よ
う
な
注
意
喚
起
を
し

て
い
る
。

答 

本
町
の
各
公
共
施
設
の
利

用
状
況
を
考
慮
し
、
必
要
と
認

め
ら
れ
る
施
設
か
ら
設
置
し

て
い
き
た
い
。

出
生
率
向
上
に
向
け
た
本
町
独
自
の
取
り
組
み
や

施
策
は
あ
る
か

川
かわ

 島
しま

 富
ふ じ お

士夫 議 員

問 

岸
田
首
相
は
「
出
生
率
の

反
転
を
目
指
す
」
と
決
意
し
て

い
る
。
出
生
率
向
上
に
向
け
た

本
町
独
自
の
取
り
組
み
や
施

策
が
あ
る
か
。

答 

新
た
に
町
内
で
結
婚
す
る

夫
婦
へ
の
住
居
費
支
援
や
第

３
子
以
降
の
保
育
費
無
償
化

な
ど
の
施
策
を
今
後
も
強
化

し
て
い
く
。

問 

本
町
の
子
育
て
支
援
の
状

況
と
反
響
を
尋
ね
る
。

答 

出
産
後
の
家
庭
訪
問
や
乳

幼
児
健
診
は
１
０
０
％
実
施

で
き
て
い
る
。
ま
た
、
町
内
３

か
所
の
「
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
」
で
交
流
イ
ベ
ン
ト
や
育

児
教
室
を
開
催
し
た
い
へ
ん

好
評
を
得
て
い
る
。

結
婚
の
応
援
と
子
育
て
支
援
の

二
つ
の
切
り
口
が
あ
り
、ど
ち
ら
も
強
化
す
る

町
　
長

農
業
生
産
活
動
や
集
落
環
境
の
維
持
に
つ
い
て
検

討
す
べ
き
課
題
で
あ
る

建
設
課
長

し
か
し
こ
の
制
度
は
町
道
認

定
さ
れ
て
い
る
道
路
に
は
利

用
で
き
な
い
。
要
望
個
所
の
町

道
認
定
を
廃
止
で
き
な
い
か
。

答 

廃
止
し
て
農
道
認
定
し
て

も
管
理
上
は
町
と
な
り
維
持

管
理
体
制
が
課
題
と
な
る
。

問 

廃
止
が
適
当
で
な
い
場
合
、

町
と
集
落
や
活
動
組
織
間
で

維
持
管
理
等
の
協
定
書
を
締

結
す
る
こ
と
で
、
こ
の
制
度
の

利
用
が
可
能
か
関
係
機
関
に

確
認
し
て
も
ら
い
た
い
。

答 

関
係
機
関
と
協
議
し
て
い

く
。

要
望 

農
業
者
支
援
と
集
落
の

環
境
整
備
、
土
地
改
良
事
業
へ

の
さ
ら
な
る
支
援
の
た
め
、
こ

の
事
業
の
活
用
に
関
し
て
国
、

県
に
対
し
て
強
く
要
望
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

問 

若
狭
町
内
に
あ
る
町
道
と

農
道
の
距
離
は
。

答 

町
道
は
１
，
２
４
１
路
線

で
約
４
８
３
㎞
で
そ
の
他
町

道
が
約
４
０
０
㎞
、
農
道
は

１
８
６
路
線
で
約
67
㎞
あ
る
。

問 

集
落
要
望
で
の
農
道
の
維

持
管
理
や
舗
装
事
業
の
事
業

メ
ニ
ュ
ー
と
地
元
の
負
担
率

は
。

答 

農
道
整
備
事
業
や
県
単
小

規
模
土
地
改
良
事
業
な
ど
が

あ
り
、
工
事
費
用
の
３
割
と

な
っ
て
い
る
。

問 

町
道
の
維
持
管
理
や
除
草

作
業
へ
の
対
応
は
。

答 

主
要
幹
線
町
道
は
業
者
委

託
や
請
負
、
直
営
施
工
で
対
応

し
て
い
る
が
、
町
道
全
て
は

対
応
で
き
な
い
の
で
地
域
の

方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て

い
る
。
今
後
も
ご
協
力
を
お
願

い
し
た
い
。

問 

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

の
長
寿
命
化
事
業
と
は
。

答 

水
路
や
農
道
等
の
管
理
を

地
域
で
支
え
農
地
集
積
を
後

押
し
す
る
こ
と
が
目
的
の
制

度
。

問 

平
成
26
年
度
か
ら
こ
の
制

度
で
農
道
の
舗
装
工
事
が
地

元
負
担
な
し
で
対
応
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
が
。

答 

事
業
実
施
に
あ
た
り
受
益

者
負
担
を
原
則
と
し
て
取
り

組
ん
で
き
た
の
で
、
他
の
事
業

と
の
整
合
性
を
図
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。

問 

生
活
道
路
で
な
い
町
道（
農

業
用
道
路
）
の
舗
装
工
事
に
３

割
負
担
を
し
て
ま
で
地
元
に

理
解
し
て
も
ら
え
る
だ
ろ
う

か
。
こ
の
事
業
は
地
元
の
負
担

軽
減
と
農
業
者
支
援
に
な
る
。

島
しま

 津
づ

 秀
ひで

 樹
き

 議 員

町
道
の
維
持
管
理
に
つ
い
て（
長
寿
命
化
事
業
で
の

舗
装
工
事
に
つ
い
て
）
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一 般
問質

一 般
問質

い っ ぱ ん し つ も ん

（文責：質問者本人）（文責：質問者本人）

体
と
な
っ
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
の

た
め
の
研
修
や
講
習
会
を
実

施
、活
用
促
進
し
て
い
る
。

②
後
継
者
不
足
で
多
く
の
宿

泊
業
が
休
廃
業
に
追
い
込

ま
れ
て
い
る
と
聞
く
。

答 

商
工
会
が
中
心
と
な
っ
た

相
談
体
制
づ
く
り
を
構
築
し
、

事
業
継
承
相
談
会
を
開
催
す
る
。

③
新
幹
線
敦
賀
開
業
で
二
次

交
通
手
段
の
整
備
が
不
十

分
だ
と
考
え
る
。

答 

熊
川
地
区
と
レ
イ
ン
ボ
ー

ラ
イ
ン
を
つ
な
ぐ
周
遊
バ
ス

運
行
な
ど
、
県
、
美
浜
町
と
も

協
議
を
進
め
る
。

観
光
地
と
し
て
の
弱
み
は
、
若

狭
町
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、

嶺
南
全
体
が
か
え
る
共
通
の

問
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
嶺
南

地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議

会
」を
組
織
し
た
。

官
民
協
働
の

官
民
協
働
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

問 

観
光
分
野
以
外
の
ビ
ジ
ネ

ス
に
も
民
間
事
業
者
誘
致
や

倉
くら

 谷
たに

　  明
あきら

  議 員

成
果
あ
る
取
組
み

成
果
あ
る
取
組
み

に
つ
い
て

に
つ
い
て

問 

こ
れ
ま
で
の
取
組
み
で
成

果
を
上
げ
た
も
の
は
何
か
。

答 

レ
イ
ン
ボ
ー
ラ
イ
ン
は
自

然
を
活
か
し
た
テ
ラ
ス
の
設
置

や
、
熊
川
宿
は
古
民
家
を
宿
泊

施
設
と
し
て
改
修
す
る
な
ど
、

策
定
時
に
比
べ
約
20
～
30
％

観
光
客
が
増
加
し
て
い
る
。

問 

テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
コ
ロ

ナ
禍
で
話
題
と
な
っ
た
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
補
助
事
業

の
活
用
状
況
は
ど
う
か
。

答 

宿
泊
事
業
者
独
自
プ
ラ
ン

で
連
泊
客
が
増
え
、
平
日
の
稼

働
率
が
前
年
度
よ
り
約
20
％

増
加
し
て
い
る
。

弱
み
の
克
服
に
つ
い
て

弱
み
の
克
服
に
つ
い
て

問 

弱
み
の
改
善
策
を
次
の
３

点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
情
報
発
信
が
不
十
分
に
感

じ
る
。

答 

観
光
協
会
や
商
工
会
が
主

問 

施
政
方
針
の
中
に
住
民
の

声
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な

い
が
、
ど
の
様
に
考
え
て
い
る

の
か
。
又
、
町
に
届
い
た
住
民

の
声
は
ど
れ
ほ
ど
あ
る
の
か

伺
う
。

答 

ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
『
町

民
と
協
働
』
を
進
め
る
た
め

に
は
必
要
不
可
欠
な
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。
又
、
件
数

は
、
集
落
ヒ
ア
リ
ン
グ
４
４
９

件
、
町
長
と
語
る
会
を
９
団
体

と
開
催
、
パ
レ
ア
若
狭
・
リ
ブ

ラ
若
狭
に
設
置
の
意
見
箱
に

71
件
、
民
生
委
員
さ
ん
へ
は

５
１
２
件
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

１
６
０
件
の
声
を
頂
い
て
い

る
。

問 

例
え
ば
大
阪
府
堺
市
で
は

Ｈ
Ｐ
に
「
市
政
へ
の
提
案
箱
」

と
「
市
民
の
声
」
と
し
て
処
理

方
法
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。
住

民
の
声
の
処
理
ル
ー
ル
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

答 

明
確
な
ル
ー
ル
ま
で
は
設

け
て
い
な
い
が
、
担
当
課
よ
り

丁
寧
に
説
明
し
て
い
る
。

問 

届
い
た
住
民
の
声
の
回
答

は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る

の
か
。

答 

そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課
に
於

い
て
丁
寧
に
回
答
し
て
い
る
。

問 

町
に
届
い
た
住
民
の
声
の

件
数
や
内
容
な
ど
に
つ
い
て

情
報
公
開
は
さ
れ
て
い
る
か
。

又
そ
の
考
え
は
あ
る
か
。

答 

現
在
の
と
こ
ろ
は
公
開
し

て
い
な
い
が
、
よ
く
あ
る
質
問

な
ど
に
つ
い
て
は
公
開
を
検

討
し
て
い
る
。
一
部
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
セ

ン
タ
ー
内
で
閲
覧
し
て
い
る

も
の
も
あ
る
。

官
民
協
働
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

あ
る
か
。

答 

民
間
事
業
者
の
誘
致
に
つ

い
て
調
査
研
究
を
進
め
て
い
る
。

若
狭
ア
ド
ン
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
拠
点
施
設
や
熊
川
宿
を

フ
ィ
ー
ル
ド
に
観
光
と
健
康
づ

く
り
を
結
び
付
け
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
作
り
が
進
ん
で
い
る
。

問 

住
民
の
声
の
受
け
皿
と
し

て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
て
は
と

思
う
が
考
え
を
伺
う
。

答 

５
年
度
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式

ア
カ
ウ
ン
ト
の
活
用
を
計
画

し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
い
つ

で
も
行
政
・
防
災
情
報
を
入
手

出
来
る
よ
う
に
な
る
。
又
、
よ

く
あ
る
質
問
は
Ｆ
Ａ
Ｑ
機
能

な
ど
を
活
用
で
き
る
よ
う
に

考
え
て
い
る
。

住
民
の
声
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か

第
３
次
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
の
進
捗
状
況
を
伺
う

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
も
あ
っ
た
が
国
の
旅
行

支
援
策
も
始
ま
り
、入
込
客
数
増
加
し
て
い
る

町
　
長

ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る『
町
民
と
協
働
』を
進
め
る
た
め

に
は
必
要
不
可
欠
な
も
の
と
認
識
し
て
い
る

町
　
長

西
にし

 村
むら

　  毅
つよし

  議 員

支援センターの公開事例
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一 般
問質

一 般
問質

い っ ぱ ん し つ も ん

ズ
や
美
浜
町
と
の
連
携
は
。

答 

４
月
か
ら
電
池
推
進
船
が

久
々
子
湖
・
水
月
湖
・
菅
湖
を

遊
覧
す
る
の
で
、
レ
イ
ク
ク

ル
ー
ズ
と
連
携
を
強
化
、
長
期

滞
在
に
つ
な
げ
る
。

問 

県
・
嶺
南
６
市
町
連
携
の

ナ
シ
ョ
ナ
ル
サ
イ
ク
ル
ル
ー

ト
の
取
り
組
み
は
。

答 
サ
イ
ク
リ
ス
ト
対
応
の
宿

等
、
魅
力
づ
く
り
で
嶺
南
一
体

の
取
組
を
加
速
す
る
。

民
宿
な
ど
宿
泊
施
設

民
宿
な
ど
宿
泊
施
設

に
つ
い
て

に
つ
い
て

問 

観
光
客
受
け
入
れ
整
備
や

宿
泊
施
設
へ
の
指
導
・
補
助
制

度
は
ど
う
な
の
か
。

答 

環
境
整
備
は
「
民
宿
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
支
援
事
業
」
を
実

施
。
本
年
か
ら
「
多
様
な
宿
泊

施
設
整
備
支
援
事
業
」
の
創
設
、

魅
力
的
な
宿
泊
施
設
を
支
援

す
る
。
ま
た
商
工
会
・
観
光
協

会
と
共
に
メ
―
リ
ン
グ
リ
ス

ト
作
成
し
事
業
者
の
活
性
化

を
目
指
す
。

農
業
生
産
者
育
成

農
業
生
産
者
育
成

に
つ
い
て

に
つ
い
て

問 

観
光
誘
客
や
地
産
地
消
対

応
へ
の
野
菜
作
り
等
後
継
者

育
成
な
ど
、
支
援
策
・
補
助
制

度
を
策
定
で
き
な
い
か
。

答 

町
で
は
県
や
直
売
所
の
協

力
で
複
数
回
野
菜
作
り
教
室

を
開
催
。
今
後
、
共
同
菜
園
整

備
等
の
支
援
を
検
討
。

問 

農
産
物
の
町
内
流
通
ル
ー

ト
作
成
に
つ
い
て
。

答 

生
産
者
、
直
売
所
、
農
協
、

観
光
協
会
な
ど
関
係
機
関
と

連
携
し
、
地
場
農
産
品
の
流
通

と
消
費
を
図
る
。

北
陸
新
幹
線
敦
賀
開
業
に
伴
う

観
光
振
興
策
に
つ
い
て

増
ます

井
い

 文
ふみ

雄
お

 議 員

新
幹
線
開
業
に
向
け
た

新
幹
線
開
業
に
向
け
た

若
狭
町
の
観
光
振
興
策

若
狭
町
の
観
光
振
興
策

に
つ
い
て

に
つ
い
て

問 

観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
の
施

策
と
プ
ラ
ン
の
評
価
は
。
計
画

で
は
令
和
７
年
観
光
入
込
客

数
２
４
０
万
人
だ
が
、
見
直
し

の
必
要
は
な
い
か
。

答 

プ
ラ
ン
は
順
調
に
推
移
。

令
和
４
年
見
込
み
１
８
４
万

人
の
た
め
、
令
和
７
年
入
込
客

数
２
４
０
万
人
は
問
題
な
い

と
考
え
る
。

問 

三
方
五
湖
・
若
狭
湾
、熊
川

周
辺
エ
リ
ア
を
核
か
ら
エ
リ

ア
に
す
る
た
め
、
具
体
的
に
ど

う
進
め
る
の
か
。

答 

第
３
次
若
狭
町
観
光
振
興

ビ
ジ
ョ
ン
で
自
然
景
観
の
三
方

五
湖
・
若
狭
湾
エ
リ
ア
と
、
歴

史
・
文
化
の
熊
川
エ
リ
ア
地
位

置
づ
け
、整
備
等
推
進
を
図
る
。

問 

４
月
か
ら
電
池
推
進
船
が

運
航
す
る
が
レ
イ
ク
ク
ル
ー

御
食
国
の
食
を
知
り
、活
か
し
、環
境
整
備
し
、

来
訪
者
に
ほ
ん
も
の
の
魅
力
を
伝
え
る

町
　
長

税
務
住
民
課
長

今
後
、関
係
部
署
と
連
携
し
て

制
度
の
周
知
に
努
め
て
い
く 模

様
替
え
の
改
修
を
し
た
場

合
も
対
象
と
な
る
。

こ
の
よ
う
な「
設
備
」を
、今
ま

で
対
象
事
業
を
行
っ
て
い
な

か
っ
た
者
が
設
置
す
る
場
合

が「
新
設
」で
、す
で
に
対
象
事

業
を
行
っ
て
い
た
者
が
設
置

す
る
場
合
が「
増
設
」で
あ
る
。

問 

そ
の
よ
う
な
要
件
な
ら
ば
、

こ
の
１
年
間
の
事
例
の
中
で
、

該
当
し
そ
う
な
も
の
を
私
は

数
件
思
い
浮
か
べ
る
。
こ
の
優

遇
措
置
が
、
ち
ゃ
ん
と
知
ら
さ

れ
て
い
る
の
か
。

答 

制
度
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

若
狭
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
た
。
ま
た
、
例
年
、
償

却
資
産
の
申
告
を
行
っ
て
い

る
三
方
地
域
の
会
社
に
対
し

て
、
個
別
に
制
度
の
案
内
を
送

付
し
た
。
今
後
、
関
係
部
署
と

連
携
し
て
制
度
の
周
知
に
努

め
て
い
く
。

問 

「
過
疎
地
」
に
指
定
さ
れ
た

旧
三
方
町
地
域
で
、
企
業
誘

致
・
産
業
振
興
を
図
る
た
め
、

事
業
者
が
地
域
内
に
設
備
を

新
増
設
し
た
場
合
、
県
税
の
事

業
税
・
不
動
産
取
得
税
、
町
税

の
固
定
資
産
税
が
免
除
さ
れ

る
。
ま
た
、
国
税
の
所
得
税
・

法
人
税
に
も
優
遇
措
置
が
あ

る
。

「
事
業
者
が
設
備
を
新
増
設
し

た
場
合
」、
の
詳
し
い
要
件
を

伺
う
。

答 

「
事
業
者
」
と
は
、
青
色
申

告
を
し
て
い
る
個
人
ま
た
は

法
人
で
、
住
所
は
地
域
外
に

あ
っ
て
も
よ
い
。
対
象
業
種
は
、

製
造
業
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
業
、

農
林
水
産
物
等
販
売
業
、
旅
館

業
、水
産
業
、畜
産
業
で
あ
る
。

な
お
農
林
水
産
物
等
販
売
業

と
は
、
地
域
内
で
と
れ
た
農
林

水
産
物
等
、
ま
た
は
そ
れ
を
原

料
も
し
く
は
材
料
と
し
て
製

造
、
加
工
も
し
く
は
調
理
し
た

物
を
店
舗
に
お
い
て
主
に
地

域
外
の
者
に
販
売
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
事
業
を
指
す
。

「
設
備
」と
は
、建
物
及
び
そ
の

附
属
設
備
、
機
械
及
び
装
置
な

ど
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
店
舗

や
工
場
な
ど
の
建
物
、
空
調
や

給
排
水
な
ど
の
附
属
設
備
、
製

造
・
加
工
・
販
売
な
ど
に
供
す

る
設
備
で
あ
る
。
土
地
は
設
備

に
該
当
し
な
い
が
、
取
得
後
１

年
以
内
に
対
象
家
屋
の
建
設

に
着
手
し
た
場
合
に
限
り
、
家

屋
直
下
の
土
地
に
つ
い
て
は

不
動
産
取
得
税
・
固
定
資
産
税

の
免
除
対
象
と
な
る
。
な
お
、

建
物
及
び
そ
の
附
属
設
備
に

あ
っ
て
は
、増
築
、改
築
、修
繕
、

北
きた

 原
はら

　武
たけ

 道
みち

 議 員

旧
三
方
町
地
域
で
の「
過
疎
法
」に
よ
る

減
免
税
措
置
、周
知
さ
れ
て
い
る
の
か
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【会期：6月7日㈬～6月23日㈮】

令和5年令和5年
6月定例会6月定例会のの日程日程

※一般質問は、原則翌日から行政チャンネルで録画が放送さ
れます。

※本定例会で扱う請願・陳情の受付は５月30日（火）15時締
め切りです（議会事務局）。

■	本会議（開会）
　6月7日（水）　９時

■	本会議（一般質問）
　6月13日（火）・14日（水）　９時

■	本会議（閉会）
　6月23日（金）　９時

※詳細日程は、こちらから御確認ください。
※町ホームページにも掲載しています。

1月8日 二十歳のつどい

2月15日 中央要望

1月17日 若狭広域行政事務組合広域ごみ焼却施設視察

3月11日 常神トンネル開通式典

議会の動き

編

記
後
集

令
和
５
年
度
が
ス
タ
ー

ト
し
、
若
狭
町
内
の
各
小
中

学
校
で
も
入
学
式
が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

新
入
学
生
の
皆
様
、
保
護

者
の
皆
様
に
は
心
よ
り
お
祝

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
第
72
号
か

ら
広
報
紙
名
が
「
つ
な
ぐ
」

と
な
り
ま
し
た
。

「
つ
な
ぐ
」
は
若
狭
町
民

の
皆
様
が
議
会
だ
よ
り
を
通

じ
て
町
政
に
関
心
を
も
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
と
の
想

い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
と
町
議
会

が
よ
り
身
近
に
な
り
ま
す
よ

う
、
編
集
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
皆
様
か
ら

ご
意
見
を
頂
戴
し
な
が
ら
、

「
読
み
や
す
い
」「
わ
か
り
や

す
い
」
紙
面
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
期

待
下
さ
い
。（

藤
田　

正
美
）
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